
Special TAilored Risk Solution

保険金をお支払いできない主な場合 

業務遂行・施設リスク ※ 純粋財物使用不能リスク ※ 

STARsは事業遂行に関わる法律上の損害賠償責任を包括的に補償します。 ここがポイント！  STARsの特長 

次のような対人・対物事故による
賠償責任を補償します。 
● 貴社が行った建設工事の引渡し後に
発生した対人・対物事故 

● 貴社が製造・販売した資材等の製品 
　（生産物）による対人・対物事故 

第三者の財物に物理的な損壊を与えることなく使
用不能にしたことによる賠償責任を補償します。 
（保険期間中500万円限度） 

工事遅延損害リスク 
貴社の元請工事中に発生した対人・対物事故を直接
の原因として、工事請負契約書上の約定履行期日か
ら6日以上の遅延が生じた場合に、工事請負契約書
に基づいて負担する賠償責任を補償します。 

［注］※印のあるリスクについて、ご契約時に自己負担額（免責金額）または縮小支払割合を設定されている場合は、当該自己負担額・縮小支払割合が適用されます。 

事業遂行にかかる賠償リスクを幅広く補償！ 
貴社の日本国内における事業遂行により生じた対人・対物事故から、純粋財物使用不能、
人格権侵害・宣伝障害、工事遅延損害による事故まで、幅広い賠償リスクを補償します。 
また、貴社工事を1年間まとめて補償しますので、万一の保険手配漏れもなく、安心です。 

各種割引制度も充実！ 

■貴社にあった保険金額の設定を 

■貴社にあったご契約プランを 

貴社の直近の経営規模等評価結果通知書・総合評定値通知書の総合評定値や、ＩＳＯ９０００
シリーズ、ＩＳＯ１４０００シリーズ等の認証を取得されている場合、保険料の割引が可能です。 
（詳しくは個別にお問い合わせください。） 

オーダーメイドの商品設計が可能！ 
ご契約プランや各種オプション特約を選択いただくことにより、貴社のご要望に応じた商品
設計が可能です。（オプション特約については、別途オプション特約チラシをご確認ください。） 

貴社の下請負人・発注者の賠償責任も補償！ 
貴社業務に伴う対人・対物事故について、貴社の下請負人や貴社が行う元請工事の発注
者（施主）が負担する賠償責任も自動的に補償します。 

各種費用補償により賠償事故の解決までサポート！ 
ひとたび事故が発生した場合、事故に対する様々な対応を余儀なくされます。 
この保険では、従来の賠償責任保険で支払われる損害賠償金や争訟費用等に加え、賠償事
故の解決までに必要となる各種費用をお支払いします。 
（詳しくは左下の「お支払いする保険金の種類」をご確認ください。） 

業務遂行・施設リスクおよび生産物・完成作業リスクの保険金額（1事故・期間中）を以下からお選びください。 

STARsでは貴社のご要望に合わせたご契約プランをお選びいただけます。 

[注]業務遂行・施設リスクおよび生産物・完成作業リスク以外の補償については、所定の保険金額等が適用されます。 
（ただし、業務遂行・施設リスク、生産物・完成作業リスクの対象となる損害の額と合算して、上記保険金額と同額で設定される 
保険証券総保険金額を限度とします。） 

[注]上表は、STARs（補償タイプ別）と弊社既存賠償責任保険の概要を比較したものとなります。 
　　(◎補償対象 / ×補償対象外 / ○組合せにより補償可能)

プラン A　型 B　型 C　型 

対人・対物共通保険金額 
（1事故・期間中） 5,000万円 1億円 3億円 

リスク・保険金の種類 

業務遂行・施設リスク 

損害賠償金・争訟費用等 

被害者治療等費用 

各種費用保険金 

生産物・完成作業リスク 
純粋財物使用不能リスク 
人格権侵害・宣伝障害リスク 
工事遅延損害リスク 

緊急対応費用 
被害者見舞・臨時費用 
訴訟対応費用 
原因調査費用 

不測・突発的な環境汚染による汚染浄化費用 
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次のような人格権の侵害または宣伝活動による賠償
責任を補償します。（保険期間中500万円限度） 

人格権侵害・宣伝障害リスク※ 

ビル建設工事中、鉄材を落下させてしまい、
下の道路を歩いていた通行人の男性に当 
たり、死亡させてしまった。 

店舗工事の引渡し後、排水管の接続不備によりトイレの
排水が漏水し、地下のゲームセンターを汚損してしまった。 

電気設備改修工事の絶縁ミス（被覆不十分）により、工事引
渡し後、火災が発生。事務所の一部と什器備品を焼損して 
しまった。 

リスクを的確に分析・把握し、それに備える保険　　AIUの“STARs” 
建設業の皆様に専用のプランをご用意しました。 

①契約者、被保険者の故意による損害 
②環境汚染、汚染浄化費用の支出による損害（不測か
つ突発的に発生した場合を除く。） 
③航空機、自動車［注］および施設外の船舶、車両、動
物の所有、使用、管理による損害 
　［注］施設・工事場内の建設用工作車および施設内の
　　構内専用車を除きます。 
④じんあいまたは騒音による損害 
⑤被保険者の従業員が業務中に被った身体の障害に
対する賠償責任 
⑥地下工事、基礎工事、掘削工事に関連して生じた土
地の沈下・隆起等による損害 

⑦被保険者が所有、借用、保管する財物の損壊に対す
る賠償責任 
⑧仕事に使用される機械、移動・運送用機器、器具その
他道具類または材料、資材、装置その他部品類の損
壊に対する賠償責任 
⑨仕事の対象物のうち、損害発生時に直接作業を加え
ていた部分の損壊に対する賠償責任 
⑩回収措置を講じるために要した費用 
⑪生産物、仕事の結果自体の損壊に対する賠償責任 
⑫生産物、仕事の結果が意図する効能・性能を発揮で
きないことによる損害　　　　　　　　　　 など 

※裏面もご覧ください。 

子供が隠れていることに気
付かずに倉庫を施錠してし 
まい、翌日に閉じ込められて 
いる子供を発見した。 

元請工事中の第三者死亡事故
の現場検証のために、工事が2
週間中断。請負契約書の履行
期日に引渡しできず、発注者から
請負契約書に基づく遅延損害
金を請求された。 

ビル建設工事中にクレーン
車が倒れ、近隣の店舗に物
的損壊は与えなかったもの 
の、営業を妨げて休業損失
が発生してしまった。 

● 第三者の自由の侵害、名
誉き損、プライバシーの
侵害の事故 

● ホームページやパンフレ
ットなどの宣伝活動に伴
う著作権の侵害事故 

● 貴社の建設工事、営業活動
や施設管理上の事故による
第三者の財物の使用不能 

● 貴社が行った作業の結果や
貴社製品（生産物）による第
三者の財物の使用不能。 

　ただし、当該作業の結果や製
品（生産物）自体に物理的な
損壊が生じた場合に限ります。 

（保険期間中500万円または所
定の算式［注］により計算された
金額のいずれか低い額を限度） 

生産物・ 
完成作業リスク ※ 

ビル設備改修工事中、スプリンクラーを損壊、
漏水事故により什器備品に損害を与えてし
まった。 

お支払いする 
保険金の種類 

【争訟費用】 
損害賠償に関する争訟（訴訟、
仲裁、調停、和解）に要した弁護
士費用等 

【協力費用】 
保険会社による損害賠償請求の
解決に協力するために要した費用 

【訴訟対応費用】 
損害賠償請求訴訟に対応するた
めに臨時に支出する文書作成費用、
事故再現実験費用、増設コピー
機リース費用等 
（1事故300万円 
限度） 

【損害賠償金】 

被害者に対して 

支払う 

損害賠償金 

事故発生初期に生じる費用 訴訟等により生じる費用 

【被害者見舞・臨時費用】 
見舞金・見舞品購入費用（被害
者１名10万円、1事故300万円限度） 

【被害者治療等費用】 
貴社施設内で発生した他人のケガ
に対する治療等費用（被害者１名
50万円、1事故300万円限度） 
なお、被保険者が賠償責任を負担する場合は、

支払われた「被害者治療等費用」は損害賠償

金に充当します。 

【損害拡大防止軽減・求償権保全費用】 
損害防止・軽減のための応急手当、護送、その
他緊急措置費用および求償権保全費用等 

【原因調査費用】 
対人・対物事故が発生し、または発生が切迫し
ている場合における事故の原因の調査・確認
費用（1事故３０万円限度） 

【緊急対応費用】 
被害者の家族等の現地訪問費用、役職員の
現地派遣費用、通信費、応対施設借上費用等
（1事故300万円限度） 

次のような対人・対物事故による賠償責任を補償します。 
● 貴社が行う建設工事中の対人・対物事故 
● 貴社の営業活動や貴社施設
（本社、事務所、資材置場等）の
管理上の対人・対物事故 

● 不測・突発的な事故による汚染
物質の流出に対する汚染浄化
費用（保険期間中500万円限度） 

［注］各種費用の支出にあたっては、事前に弊社の承諾が必要となります。 

プレハブ住宅工事現場でアウトリガーの固定が不安定
だったためクレーン車が倒れ、隣家・駐車場の屋根・乗
用車等を損壊し、住人を死亡させてしまった。 
［注］自賠責保険、自動車保険の上乗せ補償となります。 

工場内の改修工事中、燃料タンクを損壊し、石油が流
出。汚染浄化費用が必要となった。 
［注］保険期間中500万円が限度となります。 

資材置場に子供が侵入し、停めてあった建機に登ろう 
としたところ建機が動いて転倒し大ケガを負った。 

［注］算式については、裏面をご
　　 参照ください。 




